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神奈川県保健医療計画 進捗状況評価調書 

 

 

 

 

とりまとめ担当課：保健福祉局生活衛生部薬務課 

 

１ 課題に対する平成 25 年度の取組実績 

 

２ 参考指標の推移 

 

  

（１）薬剤師 

 

ア 専門性の向上 

→「がん専門・薬物治療認定薬剤師養成ワークショップ」「精神科専門認定薬剤師講習会」

等を開催した。 

イ 在宅医療への対応 

→ 麻薬を含めた医薬品の適正な取扱い等に関する薬剤師向けの講習会を５回開催した。 

（２）その他の医療・介護従事者 

 

ア 人材の養成・確保・定着の推進 

→保健･医療･福祉サービスの各専門職の連携と協働が求められており、幅広い知識、多職種

の理解、柔軟な思考力を持って連携と共同を推進できる人材を育成している。 

→理学療法士、作業療法士、介護福祉士、社会福祉士の確保・推進するため、修学資金の貸

付等を行った。 

→「介護賞」や「かながわ福祉みらい賞」等の表彰により、直接介護に携わる方々のモチベ

ーションアップを図った。 

イ 人材の現任者教育の充実と専門性の向上 

→現任者教育・研修を通じて、保健・医療・福祉人材の資質向上を図った。 

→県立保健福祉大学の施設や機能の活用により、地域社会への貢献の充実を図った。 

→介護支援専門員をはじめ介護従事者等の資質と専門性を高めるため、研修実施団体等を支

援した。 

取組 

区分 

指標 

区分 
指標名 単位 

神奈川県 
出典等 

H24 年度 H25 年度 

       

５事業５疾病用 

＜項目＞ 

第３章 医療従事者の確保対策の推進 

第３節 薬剤師、その他の医療・介護従事者 
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３ 課題ごとの進捗状況の評価 

（１）薬剤師 

 

（２）その他の医療・介護従事者 

 

 

 

 

 

 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

ア 専門性の向上 

・「がん専門・薬物治療認定薬剤師養成ワークショップ」「精神科専門認定薬

剤師講習会」「感染制御専門・認定薬剤師講習会」等専門性に関する認定資格

取得の推進を図った。 

イ 在宅医療への対応 

・麻薬を含めた医薬品の適正な取扱い等に関する薬剤師向けの講習会を開催

し、麻薬小売業者数及び訪問薬剤指導を実施する薬局が順調に増加している。 

評価理由 
 各種研修会、講習会等を通じて、薬剤師の専門性向上や、在宅医療への対応

も順調に進捗している。 

今後の取組み

の方向性 

・平成 25 年度に引き続き、各種研修会・講習会等を開催し、薬剤師の専門性

の向上や在宅医療への対応を図る。 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

ア 人材の養成・確保・定着の推進 

・県立保健福祉大学・大学院や実践教育センターなどにおける教育や研修等を

通じて人材の養成を図ることができた。 

・「介護賞」や「かながわ福祉みらい賞」等の表彰により、直接介護に携わる

方々のモチベーションアップを図ることができた。 

イ 人材の現任者教育の充実と専門性の向上 

・実践教育センターなどにおける教育や研修等を通じて人材の資質向上を図る

ことができた。 

・県立保健福祉大学において、施設や機能の活用により、地域社会への貢献の

充実を図ることができた。 

評価理由 
 人材の養成確保や人材の現任者教育を充実されるなど、課題解決に向けて比

較的順調に進捗している。 

今後の取組み

の方向性 

・平成 25 年度に引き続き、人材の養成・確保・定着の促進を図るとともに、

人材の現任者教育の充実と専門性の向上を図る。 
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４ 総合評価 

評価 評価理由 

Ｂ 
 薬剤師、その他の医療・介護従事者については、専門性の高い医療人材の養

成・育成を行うため、各種教育・研修・講習等を行い、課題解決に向けて比較的

順調に進捗している。 

 

５ 特記事項 

 


